
 

 

 

 

 

 

 

 

 ｘｒｄｍｌのバックグランドデータを極点図に結合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２０２０年０７月１２日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 

 

 



概要 

 極点測定におけるバックグランド強度測定は、各α毎に測定される。 

   通常、バックグランドにピーク強度の裾野が影響しないβ角度に於いて、２θ角度を３度位シフトした 

   位置で、統計変動を抑えた測定を行う。 

   α軸毎に最小強度位置のβ軸をサーチすることが望ましい。 

 

   今回、極点図（ピーク極点図）とバックグランドデータのｘｒｄｍｌファイルから 

   ＣＴＲソフトウエアで処理可能な、ピーク極点図とバックグランドを結合する方法を説明します。 

    

   扱うピーク極点図はＦＴ＝１ｓｅｃ 

  バックグランドデータはＦＴ＝１０ｓｅｃ、β方法は１点 

 

処理の流れ 

 ｘｒｄｍｌデータを極点図ＡＳＣ変換 

  β方向１点の場合、極点図とするため、β方向２点とする。 

 ピーク極点図とバック極点図を結合 

                  

ファイル名 

 極点図ファイルの先頭はｈｋｌとする。 

 バックグランド極点図は、ｈｋｌ＿ＢＧ１とする。 

 ｈｋｌ部分に材料区分を含めても良い、 

 例えば、 

  １００＿ＸＸＸ＿ＹＹＹ．ｘｒｄｍｌ 

  １００＿ＸＸＸ＿ＹＹＹ＿ＢＧ１．ｘｒｄｍｌ 

  １００＿ＸＸＸ＿ＹＹＹ＿ＢＧ２．ｘｒｄｍｌ 

  ００２＿ＸＸＸ＿ＹＹＹ．ｘｒｄｍｌ 

  ００２＿ＸＸＸ＿ＹＹＹ＿ＢＧ１．ｘｒｄｍｌ 

  ００２＿ＸＸＸ＿ＹＹＹ＿ＢＧ２．ｘｄｒｍｌ 

  １０１＿ＸＸＸ＿ＹＹＹ．ｘｒｄｍｌ 

  １０１＿ＸＸＸ＿ＹＹＹ＿ＢＧ１．ｘｒｄｍｌ 

  １０１＿ＸＸＸ＿ＹＹＹ＿ＢＧ２．ｘｄｒｍｌ 

 

   

扱うｘｒｄｍｌファイル 

  

 

 

 

 

 

 



変換するソフトウエア 

  

 

  

 

 



ＰＡＮａｔｏＡｓｃソフトウエアによるｘｒｄｍｌ－＞ＡＳＣ変換 

  

 測定データは、完全極点図として測定されているが、極点図の外周部分は測定出来ないため 

 範囲を狭める（外周部分を除外）。完全極点図では吸収補正やｄｅｆｏｃｕｓ補正の計算は出来ません 

 Ｓｔａｒｔすると 

     

  変換終了のコメントが表示される 

 

 ピーク極点図とバック極点図の結合を行う 

 ＰｌｕｒａｌＡｓｃｔｏＡｓｃソフトウエアにデータが渡され、結合したファイル名で表示される 

  

 ＯＤＦ解析の様に複数の極点図の場合、同時処理が可能 

 

 

 

 

 

 

 



表示されたＰｌｕｒａｌＡｓｃｔｏＡｓｃソフトウエア 

 

 

 結合されたＡｓｃファイル 

  ピーク極点図とバック局点図が表示される場合は、ファイル名が不適当 

 

 バックグランド削除しないを選択 

 

バックグランド削除を行わない変換を行う。 

 画面が消えます。 

 

ファイルを確認 

  

 結合されたファイルはｇｒｏｕｐホルダに作成されています。 

 

  

 結合極点図を確認 

 

 

 



ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ２ソフトウエアに読み込み 

 

 

 ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ２ソフトウエアのα軸は 

  外周部分は０度 

  中心部分は９０度です。 

   

  

 バックグランドは黄色で表示されています。 

 赤色：β方向の最大値をα方向にプロット、緑色：β方向の平均値をα方向にプロット 

 β方向の最小値をα方向にプロット 


